
































Acco即時t01 the Lile and Writings 01 Adam 
Smith， L. L. D.， Biographical Memoiγ 01 
Adam Smith by Dugald Stewart(1793JC1858J 
(The Adam Smith Libray Reprint of E∞-


























tions of solitary thinkerであったと表現されて
し、る。 J.Veitch， Memoir of Dugald Stewart， 














































































































































Lectuγes on Political Economy，巴d.Sir Wil-
liam Hamilton， (Reprint of Economic Clas-
sics， Kelley， 2Vols. 1968) 1855. (以下L巴ctures
と省略する。)，~経済学講義』はステュアート全
集 (TheCollected Works of Dugald Steωart， 































































































































































































































ては，小林昇，前掲， ~著作集』第五巻， ic 
『原理』における人口と農業生産力」を参照。

























































































25) Cf. Lectuγes， op. cit.， pp. 130-131. 
















































































29) Ibid.， p.156. 













































































































37) Cf. ibid.， p.172. 





























































































































































































































































































































































































































































































とになろう。J(Ibid.， p. 273) 


















































































66) Lectures， op. cit.， p.264. 








































































































































































































ンクリンの Positionsto be exam仇edconcer砕
かzgNational Wealthの中の文言を引用する形
で行っている。そして結論として， r一国の富
を増大させる方法は三つしかなしリと言う。す
なわち「第一に戦争，これは略奪による方法，
第二に商業，これは詐欺による方法，そして第
三に農業，これが唯一誠実な方法である。J(cf. 
ibid.， pp. 304-305)したがっつて農・工聞に不
等価交換が行われていたのでは両者は「自然的
均衡」を達成しえず，社会的分業の利益もなく
なるのだから，ステュアートの社会的分業論が
国際分業論に発展してし、く契機はもともと存在
していなh、。
ある。彼らはあたかも一国で共に生活してい
るのと同じ関係にあるのである75)oJ ここま
では国内における社会的分業の展開の論理を
国際間に適用した国際分業論の立場である
が76〕，ステュアートはさらに議論を次のよう
に展開する。
「そしてそこでの唯一の相違ば，居住場所
が市場から遠方にあるということである。農
業国白体に定着した製造業は，たとえその利
潤に全運送費を付け加えても，市場では商業
国民と対等であるのだから，その結果農業国
の製造業は商業国民の製造業よりも製品を安
く売るであろう。経済政策 (PoliticalEco-
nomy)のシステムに最大の本質的欠陥がある
ばあいを除けば，その国自体に製造業を勃興
してくるのを妨げるものはないであろう。た
んなる製造業だけの国が存在しうるのは，こ
のような欠陥のみによるのである。より自由
なシステムの確立は，当然工業国にとって耐
えがたい競争を引き起こすであろう。それゆ
え人間精神が啓蒙され始めている時代におい
ては，この政策はもっとも不安定な政策であ
る。そして全く製造業に依存する国民は隣国
民の改良の中に，自らの衰退の予兆を見るの
である。これがすべてではない。長い運送費
に耐えうるのはごくわずかな製品のみである。
したがってそのような製品は一般的消費対象
ではない。それゆえこの製品は小さな国家を
維持するかもしれないが，それは当然大農業
国民にとっては取るに足らない対象でしかな
いであろう。したがって次のように結論でき
ょう。農業労働が唯一の生産的労働であり，
土地の原生産物が一国の唯一の収入すなわち，
その全経費がまかなわれるにちがいない唯一
のファンドである77)oJ
このようにステュアートの素材的富(=1土
地の原生産物J)だけを生産する労働こそ生産
的労働だとする見解は，たんに農業において
は自然もともに労働するから生産的だとする
77) Ibid. 
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重農主義の観念に惑わされて，使用価値の増
加を富の生産(=価値の生産〉と混同したと
いうように，スミスから重農主義への後退を
意味するものではなかった。ステュアートは
使用価値と(交換〉価値を未熟ながら一応峻
別したうえで78〉，すぐれて国民経済形成の観
点からの政策主張にもとづいてあえて使用価
値の視点を意識的に選びとったのであった。
それはスミスの「諸産業の自然的均衡」理論
=国民経済形成論を使用価値の視点に立つこ
とにより徹底化させ，同じくスミスの貿易論
に存在する国際分業論的視角79)を大きく制約
するものであった。
おわりに
以上前節まで検討したところを整理すると
ともに，その経済学史的意義を指摘してむす
びとしたい。
ステュアートは18世紀末葉から19世紀初頭
とし、う原始蓄積期の最終段階=産業資本確立
期の急激に進行する産業革命の渦中にあって，
時代の新たな課題である貧困化問題に直面し
ていた。道徳哲学者として経済学を講じてい
たステュアートは，この時代に応えるべく 19
世紀初頭に経済学の独立講義を行うに至った。
ステュアートは，ケネー， J.ステュアート，
A.スミス以来の経済学の遺産に問題解決の
ための鍵を求めたのである。その鍵とは三者
に共通する，商品生産の展開→富裕の増大と
Lづ経済発展のシェーマであり，究極的には
78)ステュアートの価値論については，その貨幣
論や交易論とともに別稿において論じたい。
79)スミスの場合は周知のように貿易が余剰生産
物に価値を与え，分業を発展させることにより
園内市場を拡大し，全体として生産力を高める
という国民経済形成の観点と，外国貿易を通じ
て国際分業の利益により資本の節約→資本蓄積
の増大が行われるとL、う国際分業論的観点があ
る。スミスの場合もどちらかというと国民経済
形成(=園内市場優先〉の観点に立っていたと
思われるが，ステュアートはこの立場をより徹
底させたといえる。
スミスにおいて「資本投下の自然的順序論」
→「諸産業の自然的均衡」論として精轍化さ
れたところのものであった。この理論的武器
をもってステュアートは当時激しく行われて
L、た人口論争(ヤング=プライス論争→マJレ
サス=ゴッドウィン論争〉を検討し，人口論
を経済学 (PoliticalEconomy)の対象とする
のである。そこにおいてステュアートはマル
サスに学びつつ，人口は食料供給に規制され
るとの観点から，人口問題を農業問題として
把え直す。そこで問題となるのが大農経営か
小農経営かどちらかが富裕の増大(人口増
大〉をもたらすかということである。ステュ
アートは前者の立場に立ち，原蓄過程の推進
を露骨に表明するのであるが，ステュアート
がその過程に見たものは独立生産者からの生
産手段の収奪ではなく，農工分離の徹底化で
あった。そしてこの農工分離の徹底化こそ，
社会的分業を順調に展開させ，国内市場を拡
大させ，結果として国富を急速かつ最大限に
増大させる「諸産業の自然的均衡」を実現す
る政策なのであった。ただしステュアートは，
時代の課題である貧困化の原因を食料供給の
絶対的不足(=農業改良の遅れ〉に求めてい
たから，この「自然的均衡」論は，農業優位
下の農工併進論でなければならなかった。そ
こでこの政策を理論的に基礎づけるために
「国富」概念の検討に向かうのである。
国富概念の検討は，人口と富との聞の連結
還を成す生産的労働論の検討から始まる。こ
の生産的労働論を通してステュアートは，徹
底した使用価値視点に立って国富概念を規定
する。すなわち社会の存続を本源的に規定す
る使用価値としての農産物こそ真の富である
と言うのである。ここで重要なことは，彼が
使用価値視点を徹底させる場合の前提として，
外国貿易を捨象した孤立国を想定しているこ
とである。これは，一国における理想的な経
済発展は本源的富(=農産物〉の増大を起点
とし農工分離が行われ，そこで展開される社
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会的分業の発展が最大限の富裕をもたらす産
業構造 (=1諸産業の自然的均衡J)を実現す
るとLづ国民経済形成論の反映であった。ス
テュアートにとって各国の経済は，経済政策
(Political Economy)に欠陥がないかぎり，
以上のように発展していくものであった。ち
なみにスミスにおいては「諸産業の自然的均
衡」論は，国民経済形成および発展の理念型
であるのと同時に，一方で「自然的均衡」が
外国貿易を通じて発展段階を異にする諸国民
経済に拡大された場合，国際分業論と結合す
る可能性を含むものである。
このように見てくると，未熟な価値論にも
とづいて使用価値視点を徹底化させたステュ
アートの国民経済形成論は，スミスの「諸産
業の白然的均衡論」が国際分業論として発展
してし、く方向を閉ざすとともに，それを国民
経済形成論に純化するものであったとし、えよ
つ。
ステュアートはスミスの生産的労働論(=
「富」概念〉を 3 外国貿易を前提とする交換
価値の視点に立つものであると批判している。
先進資本主義における貧困化問題解決のため
80)ただしリストの場合の交換価値批判にもとづ
く自由貿易論批判→農業保護論は，自国の工業
生産物の国内市場を確保するために主張された
ものであったから，けっきょく工業保護論なの
であって，この点でリストはステュアートと大
きく異なる。
に重農主義(=本源的富概念〉に依拠して交
換価値を批判するステュアートの立場が後進
資本主義の立場から国民の経済的・政治的自
立のために国民的生産力の理論を建設して交
換価値の理論に対抗しようとしたフリードリ
ッヒ・リストの立場がここにおいて奇しくも
一致した80)とL、うことは経済学史的に見てき
わめて重要な意味をもっているように思われ
る。というのは国民経済形成論の観点から見
るかぎり，ステュアートはケネー， J.ステ
ュアート，スミスの理論の正当な継承者であ
り，それゆえその点ではリストも同様である
と言えるからである。ステュアートにおける
重農主義への学問的後退は，新たな時代の課
題(貧困化問題〉に応えるための理論的要請
によるものであった。その理論によって支え
られた国民経済形成論は古典派経済学が，そ
の生成にあたってあらかじめ自らを相対化す
る視角を生み出していたことを示すものとい
えよう。けれどもその後の資本主義と「交換
価値の理論」の発展は，ステュアートを忘却
させ， リストを祖とする歴史学派を経済学史
上での傍流にとどまらせたのである。
〔付記〕 前稿においてステュアートのファースト
・ネーム Dugaldをデユーゴノレドと記しました
が今回，関西学院大学の篠原久，慶応大学の須
藤壬章両氏の御教示によりドゥーガルドと改た
めました。両氏には明記して感謝いたします。
